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１．組織の概要・対象範囲

１－１．組織の概要

（１）　事業者名及び代表者 清興建設株式会社　　代表取締役　　原田 信一

（２）　所在地 （本社事務所）　　福岡市南区桧原7丁目40番5号

（資材置場・作業所）　　福岡市早良区梅林7丁目15番6号

（３）　環境管理責任者・連絡先

　　環境管理責任者： 代表取締役    原田 信一

　　連絡先： TEL 092-512-0161

FAX 092-512-3325

E-mail seikou@q-fukuoka.com.

URL http://www.q-fukuoka.com/seikou/

（４）　事業規模

　　資本金： 2,500万円

　　売上高： 235百万円（平成26年度）

　　従業員数： 5人

　　床面積： (本社事務所)　　117㎡

（５）　事業内容 建築工事業(公共工事・ビル・工場・マンション・住宅・リフォーム)

福岡県知事許可（特-23）　第14548号（現在更新中）

（６）　事業年度 4月　～　翌年3月

（７）　法人設立年月日 昭和43年4月1日

１－２．認証・登録の対象組織・活動

（１）　対象組織 清興建設株式会社　本社、資材置場・作業所

（本社事務所）福岡市南区桧原7丁目40番5号

（資材置場・作業所）福岡市早良区梅林7丁目15番6号

（２）　対象活動 建築工事業（木造、鉄筋コンクリート造、鉄骨造の新築工事及び

改修工事）

（３）　対象外組織 なし（全組織、全活動を対象とする）

（資材置場・作業所）　　436㎡
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２．環境方針

【理念】

清興建設株式会社は事業活動において生ずる環境への影響を考慮し、未来からのあずかりもの

　 として環境をとらえ、次世代に引き継げるように、活動に取組みます。

【行動指針】

１．

２．

３．

４．

５．

６．

７．

８．

９. 環境活動レポートを作成し、公表します。

平成23年10月1日

清興建設株式会社

代表取締役

化学物質の内容把握に努め適正な使用を行います。

省エネルギー型建築物の設計・施工提案及び耐震補強工事を推進します。

地域貢献活動及びボランティア活動を行ないます。

環境関連法規を遵守します。

電力、燃料の消費量の抑制による二酸化炭素の排出量削減に取組みます。

廃棄物排出量削減のため、分別を積極的に行い、リサイクルを推進します。

節水に努めます。

グリーン購入を推進します。
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３．環境目標とその実績

３－１　平成26年度における環境目標の達成状況

平成22年度
（基準年）

実績値

1 ㎏-CO２ 15,919 ○

kWh 10,235 ○

ℓ 5,160 ×

2 ㎥ 72

3 kg 不明 ○

4 品目 不明 ○

5
件

（現場数）
5

（耐震補強）
×

6 回数 1 ○

1 ㎏-CO２ 12,692 ○

kWh 5,205 ×

ℓ 3,272 ○

ℓ 509 ○

2 ％
（再資源化率）

91.0

3 ㎥ 12 ○

4
件

（対象資材調達
現場数）

1 ×

5 kg - -

備考）・事業年度は4月～翌年3月の期間。

　　　　・二酸化炭素排出量の購入電力については、九州電力㈱の平成22年度実排出係数（0.385㎏-CO2/kWh）を用いて算出した。

  　　　・平成22年度の総排水量は井戸水使用の実数量把握が困難な為、福岡市下水道使用量の数値で示した。

　　　　・化学物質は今年度からスタートしたので基準となるKgがなかった。

　　　　・（　）は基準年に対する目標値の増減比率を示す。

　　　　・<　>は基準年に対する実績値の増減比率を示す。

環境目標
(H22年度実績値をベースに削減する)

単位

二酸化炭素排出量の削減

1-1. 電気使用量の削減

グリーン購入の推進
（事務用品）

省エネルギー型建築物の設計・
施工提案及び耐震補強工事の
推進

総排水量(給水量)の削減

廃棄物(一般廃棄物)の削減

平
成
2
6
年
度

二酸化炭素排出量の削減

1-1. 電気使用量の削減

グリーン購入の推進
（再生建設資材）

リサイクル可能な産業廃棄物を
分別回収する

総排水量(給水量)の削減

1-2. ガソリン使用量の削減

1-3. 軽油使用量の削減

地域貢献活動及びボランティア
活動への参加

1-2. ガソリン使用量の削減

平成26年度
（平成26年4月～平成27年3月）

目標
達成
状況目標値 実績値

15,441
（3%削減）

15,114
<5%削減>

8,358
<18%削減>

5,005
（3%削減）

5,124
<2%増加>

節水に努める 取組みはできた。

629
(3%削減)

578
（11％削減）

9,927
（3%削減）

4 5

10
8

（耐震補強）

2 2

取組みはできた。

11.6
(3％削減)

8.5
(30％削減)

12,311
（3%削減）

8,346
<35%削減>

5,048
（3%削減）

6,440
<23%増加>

3,173
（3%削減）

2,331
<29%削減>

化学物質の適正な管理 808

資
材
置
場
・
作
業
所
及
び
建
設
現
場

・平成26年度（平成26年4月～平成27年3月）の環境目標とその達成状況は、以下に示すとおりです。
・数値目標を掲げた環境目標について、本社（事務所）においてははぼ達成できました。資材置場・作業所及び建
設現場においては大型物件及び遠方物件が増加し、電気使用量の削減は達成できませんでした。

2 1

493
（3%削減）

176
<66%削減>

分別を徹底する
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３－２．今後の環境目標

平成27年度以降の中長期の環境目標は、以下に示すとおりです。

実績値

平成25年度
（基準年）

1 ㎏-CO２
15,174

(25.26年の平均)

kWh
8,767

(25.26年の平均)

ℓ 5,040

2 ㎥ 72

3 kg 552

4 品目 4

5
件

（現場数）
9

（耐震補強）

6 回数 2

1 ㎏-CO２
11,392

(25.26年の平均)

kWh
7,028

(25.26年の平均)

ℓ 4,600

ℓ 319

2 ％
（再資源化率）

34.38%

3 ㎥ 8

4
件

（対象資材調
達現場数）

2

5 kg -

備考）・事業年度は4月～翌年3月の期間。

　　　　・二酸化炭素排出量の購入電力については、九州電力㈱の平成25年度実排出係数（0.613㎏-CO2/kWh）を用いて算出した。

　　　　・化学物質は自社での取扱いがないので、今回は目標から除外した。

1-1. 電気使用量の削減
8416

（4%削減）

目標値

11

節水に努める

環境目標
(H22年度実績値をベースに削減する)

単位
平成27年度 平成28年度

本
社

（
事
務
所

）

二酸化炭素排出量の削減
14,567

（4%削減）
14415

（5%削減）

529
（4%削減）

524
（5%削減）

グリーン購入の推進
（事務用品）

5 4

8329
（5%削減）

1-2. ガソリン使用量の削減
4,838

（4%削減）
4,788

（5%削減）

総排水量(給水量)の削減

資
材
置
場
・
作
業
所
及
び
建
設
現
場

二酸化炭素排出量の削減
11,936

（4%削減）
10,822

（5%削減）

1-1. 電気使用量の削減
6,747

（4%削減）
6,677

（5%削減）

1-2. ガソリン使用量の削減
4,416

（4%削減）
4,370

（5%削減）

グリーン購入の推進
（再生建設資材）

2 2

リサイクル可能な産業廃棄物を
分別回収する

総排水量(給水量)の削減
7.68

（4%削減）
7.6

（5%削減）

廃棄物(一般廃棄物)の削減

分別を徹底する

1-3. 軽油使用量の削減
306

（4%削減）
303

（5%削減）

省エネルギー型建築物の設計・
施工提案及び耐震補強工事の
推進

8

地域貢献活動及びボランティア
活動への参加

2 2

14264
（6%削減）

8241
（6%削減）

4738
（6%削減）

平成29年度

518
（6%削減）

4

10

2

10708
（6%削減）

6,606
（6%削減）

4,324
（6%削減）

4324
（6%削減）

7.52
（6%削減）

2

化学物質の適正な管理 現場における化学物質含有製品と使用料の把握
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４．環境活動計画

４－１　本社（事務所）

 （１）二酸化炭素排出量の削減

　①　電気使用量の削減

・照明の管理徹底(使用していない部屋及び休憩時の消灯）

・空調の適温化(暖房20度、冷房28度） 

・パソコン等の事務用機器の節電徹底（コンセントをこまめに抜く）

 ・クールビズ、ウオームビズの推進

　②ガソリンの使用料削減

・エコドライブの推進　

・アイドリングストップ

・タイヤの空気圧のチェック

（２）総排水量（給水量）の削減

・蛇口はこまめに閉める(水の出しっぱなしをやめる）

・洗車はバケツに水を入れて行なう

(３)廃棄物（一般廃棄物）の削減

・排出量の計測（現状の把握）

・廃棄物の分別を決め、実行する

・使用済み用紙の裏面利用

（４）グリーン購入の推進（事務用品）

・事務用品のグリーン購入対象商品を把握し、購入を推進する

（５）省エネルギー型建築物の設計・施工提案及び耐震補強工事の推進

・太陽熱利用住宅（ＯＭソーラーハウス）を推進する

・木造住宅の耐震診断をして、補強工事を提案する

（６）地域貢献活動及びボランティア活動への参加

・地域の清掃活動に参加する　　　　　

・地域のお祭りで舞台を設営する
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４－２　資材置場・作業所及び建設現場

（１）二酸化炭素排出量の削減

　①　電気使用量の削減
・照明の管理徹底(作業していない場所及び休憩時の消灯）

　②　ガソリン、軽油使用量の削減
・段取りをよくし、無駄な移動をしない
・エコドライブの推進

（２）リサイクル可能な産業廃棄物を分別回収する
・廃棄物の分別を徹底し、再資源化に努める
・余分な材料を注文しない。
・発注間違いをなくす。
・産業廃棄物の適正処理（委託契約書・マニフェスト伝票）

（３）総排水量（給水量）の削減
・蛇口はこまめに閉める(水の出しっぱなしをやめる）

（４）グリーン購入の推進（再生建設資材）
・クラッシャランはリサイクルされたものを購入する

（５）化学物質の内容把握に努め適正な使用を行います、
・安全シートを取り寄せる。
・化学物質含有製品の把握
・塗料・接着剤等使用時の製品の検討
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５．環境活動の取組み結果とその評価及び今後の取組み

平成26年度における環境活動の取組み状況及び今後の取組みは以下のとおりです。

５－１　本社（事務所）

（１） 二酸化炭素排出量の削減

平成26年度

＜電気使用量の削減＞

・照明の管理徹底は、使用していない部屋、休憩時の消灯は徹底出来ました。

・空調の適温化の取り組みでは、午前中はなるべく冷房を控えるようにしながら、熱中症指数を

　取り入れ柔軟に対応した。

･パソコン等の事務機器の節電徹底はほぼ出来ています。電気管理の徹底により、平成26年度は

　基準年より18%削減することができました。引続き取組み目標として掲げ、活動を推進します。

＜ガソリン使用量の削減＞

・エコドライブの推進を行いましたが、遠方の住宅診断や工事依頼などがあり、移動距離が増えまし

　たが、極力アイドリングを減らし1％ではありますがガソリンの使用量削減に成功しました。

　今後もエコドライブが浸透するよう引続き活動を推進していきます。

（２） 総排水量（給水量）の削減

・事務所は、井戸水の利用をしている為、蛇口をこまめに閉めること、洗車はバケツで水を溜めて

　使う等、取組んでいます。引続き取組み目標として掲げ、活動を推進していきます。

（３） 廃棄物（一般廃棄物）の削減

・社員の意識も浸透し、使用済み用紙の裏面利用等で17％削減することが出来ました。

　今後も無駄なプリントアウトに注意し、引き続き取組み目標を揚げ、活動を推進していきます。

（４） グリーン購入の推進（事務用品）

・ペーパーファイルは留め具が金具ではなくﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製の物を使用し、プリンターインク、

　保存用ファイル、ファイルケース、トイレットペーパー等、グリーン商品と呼ばれる商品を購入

　しています。目標としては品目を徐々に増やして行きたいと思います。

（５） 省エネルギー型建築物の設計・施工提案及び耐震補強工事の推進

・エコリフォーム（断熱窓改修、断熱材充填）、太陽光発電、ＯＭソーラーハウスの設計・施工依頼が

　なく、達成できませんでした。今後もお客様に提案していきます。

・住宅耐震診断を継続して行ってきましたが、結果、耐震改修工事に結びつかない事例もあり、

　目標件数には達成できませんでしたが、関心も高まってきておりますので、引き続き、

　次世代にわたり使用可能な耐震改修工事・リフォーム工事支援を行います。

（６） 地域貢献活動及びボランティア活動への参加

・地域子供育成の廃品回収に提供し、地域子供の為に役に立っています。

・町内清掃の定期的な地域の行事参加や夏祭りの舞台作り、『こども１１０番の家』も積極的に参加し

　地域環境の保全に取り組みます。
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５－２　資材置場・作業所及び建設現場

（１） 二酸化炭素排出量の削減

＜電気使用量の削減＞

・基準年と比較すると資材倉庫の照明の管理は出来ていると思います。しかしながら現場で使用する

　電気が大幅に増えた為、結果的には23％増となってしまいました。

　引続き取組み目標を掲げ、活動を推進します。　

＜ガソリン使用量の削減＞

・エコドライブの推進を行った結果、-29％削減に成功しました。

　取組み目標を意識し、活動を推進していきます。

・軽油は-66％削減できました。2ｔトラックによる運搬のばらつきが有る為、評価できません。

（２） リサイクル可能な産業廃棄物を分別回収する

・分別回収可能な産業廃棄物の分別を徹底し、再資源化は出来ています。引続き取組み目標として

　揚げ、活動を推進していきます。

・一般廃棄物の空缶、ペットボトルの分別を徹底し、再資源化は出来ています。引続き取組み目標

　として揚げ、活動を推進していきます。

（３） 総排水量（給水量）の削減

・資材置場・作業所は、井戸水から市水の利用に変えた為、給水使用量を把握することができました。

　今後も蛇口をこまめに閉める等、節水活動に取組んでいきます。

　建設現場の計量可能な仮設水道は平成26年度期間中はありませんでした。

（４） グリーン購入の推進（再生建設資材）

・現状のグリーン購入品目となりうる材料の把握をしました。採用件数を増やせるよう取組みます。

　

（５）化学物質の内容把握に努め適正な使用を行います、

・安全シートを取り寄せる。
・化学物質含有製品の把握

・塗料・接着剤等使用時の製品の検討

６ 環境関連法規の遵守状況並びに違反、訴訟等の有無

・平成２６年度（平成26年4月～平成27年3月）において、環境関連法規の遵守状況を確認・評価した

　結果、違反はありませんでした。

・また、関係機関等からの違反等の指摘、利害関係者からの訴訟も過去3年間ありませんでした。
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７．代表者による全体評価と見直しの結果

７－１　.取組みの評価結果

・環境問題の取組みとして、社員一人ひとりが確実に意識が高くなっており、。本社事務所の

　電気使用量については、前年度と比較して10％削減から18％に削減することが出来ました。

　資材置場・作業所及び建設現場においては、現場によって電気使用量が大幅に上回り削減目標

　には届きませんでしたが、今後の課題として、仕事の増大に伴い削減をどのようにしていくかが

　問われます。又、ガソリン使用料としては工事車両はアイドリングストップやエコドライブを実行した

　結果29％削減する事ができました。引き続き社員の意識を高め、削減向上に取組みを推進します。

・総排水量（給水量）の削減についは、事務所は井戸水を利用の為しっかり取組みを強化していき

　たい。資材置場・作業所は水使用量を把握した結果、目標を大きく上回る削減となりました。

　今後も達成できるよう取組んでいきます。

・産業廃棄物の削減は分別回収・再資源化の取組みを行っていますが、今後もっと無駄を削減する

　努力をしていきます。

・グリーン購入については目標を達成できました。今後も事務所や現場ではグリーン商品購入、

　再生建設資材の調達を積極的に進めていきます。

・省エネルギー型建築物の設計・施工提案及び耐震補強工事の推進については現在取組みを

　行なっていますが、引き続き、提案、推進を行なっていきます。

・地域貢献・ボランティア活動は、夏祭りの舞台作り、町内清掃、子供110番の家など引き続き

　取組んでいきます。

・化学物質は今年度より取組始めましたので基準となる指数がわかりませんが、環境や人にやさしい

　材料をなるべく使用し有害となる物を極力減らしていきたい。

７－２　環境経営システムの評価結果

・このシステムを効果的に運用するため、今後も以下の周知活動等に取組みます。

　①現場においては、ポスター掲示やセミナーなどで周知徹底を行い、関連業者の方々もともに

　　　取組めるよう整えていきます。

　②外部関係者に対しては会社ホームページで取り組み活動を発表していきます。

　③今後も環境関連法規等の遵守に努めていきます。

７－３　見直し結果

・我社のスローガンは、環境を未来からのあずかりものとして捉え、次世代に引継げる為に、

　事業活動を行うに当たっての環境方針、環境目標、環境活動計画を定めましたが、仕事内容、

　現場の所在地によって達成できない項目もでてくることもあり、実行することの難しさを感じます。

　事務所の方では殆どの項目も削減できていますので、無理をせず、出来る事をコツコツと実行し、

　環境目標は維持し、削減できなかった省ｴﾈﾙｷﾞｰ建築住宅や耐震補強工事などコミニケーション

　能力を高め、今後も地球環境の保全に貢献できるよう社員の意識を高め数値の把握に

　努めていきます。
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